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左岸の市議らの反対多数で・・・

新庁舎、石和現庁舎付近は断念　荻野市長　
Ｎｏ5号の発行が大変遅れました、その理由は、市民の最大関心事だった市庁舎の建設問題の結論を待っていたためです、ご理解のほどお願い申し上げます。12月定例市議会は12月6日から21日まで開かれました。この議会に荻野市長は合併前から問題となり、先送りされてきた『新庁舎の建設場所』について、「現在の暫定市庁舎（旧石和役場）付近」と決断し、補正予算1億7千3百万円のなかに、新庁舎建設調査費380万円を提案しました。

最終日の21日に議員29人（議長を除く）の投票により、賛成12票、反対17票で市長提案の調査費は削減されてしまいました。まったく残念です。市長が10日以内に再議という方法で、臨時議会を開く道は残されていましたが、「これ以上、議会を混乱させたくない」と、暮の27日に庁内幹部会で表明したことで、再議を取りやめ、新庁舎問題は18年以降に持ち越されました。

荻野市長がぎりぎりの12月議会まで、予算化を延ばしてきたのも、左岸側の議員との話し合い解決を図ったためです。境川出身の議長を除く、一宮はじめ、御坂、八代、境川の議員17人のうち、一宮の一人は市長案に賛成しましたが、肝心の石和の市議一人が反対に回ったため、結果は12対17ということになってしまいました。また、断念しなければならない理由は、今の石和役場と福祉センターとの間の民有地にマンションの建設計画があり、地権者も役場が買わなければ、マンションを建設するためです。

こうして新庁舎の位置の決定はできないまま、新年を迎えることになりました。今後どのような方法で決定されるか、それとも新庁舎は建設できないままになるのか、荻野市長の判断が注目されます。

18年の笛吹市の課題は山積しております。まず、芦川村との合併が控えております。村は8月には村議選があるため、それ以前に合併したいという希望ですので、合併作業が間に合うかどうかも心配されます。また、私ども春日居町民のかねてからの願望である『石和温泉駅の北口開設』も、18年には駅舎の全面的改築とともに、計画案が浮上してきます。

さらに、年末になって新聞をにぎわしている『境川への廃棄物処分場』誘致の問題もでてきました。すでに市内では、御坂町八千蔵・八代町高家付近への建設計画があり、こことの競合になるのかどうか、県を巻き込んでの論議に発展する可能性もあり、「庁舎のつぎにはゴミ問題」と、笛吹市の話題は新年も新聞紙上を賑わしそうです。

それにしても、近年は予想もできない大事件が発生しています。自然現象はじめ、地震、台風など、身の回りに気を付けながら頑張りましょう。ではまた。

